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「第４回 京都文学賞」作品の応募状況及び 

読者選考委員賞の創設について 
 

京都市では、文学の更なる振興や「文化都市・京都」の発信等に寄与するため、令

和元年度から「京都文学賞」を実施しています。 

第４回京都文学賞については、令和４年度及び５年度の２か年をかけて実施してお

り、昨年の８月１日から作品を募集し、５月１２日の締切りまでに、３３６件の御応

募をいただきましたので、お知らせします。 
 また、これまでの最優秀賞、優秀賞に加え、読者選考委員が受賞作を選定する「読

者選考委員賞」を創設しますので、併せてお知らせします。 
 

記 
 

１ 作品の応募件数について 

一般部門 中高生部門 海外部門 合計 

３０４件 ２５件 ７件 ３３６件 

 ＜最終選考委員からのコメント＞ 

いしい しんじ（作家） 

 

 

 

 

 
 
 

井上 荒野（作家） 

                               

 

 

 
 
  

 校條
めんじょう

 剛（作家・評論家） 

                                 

 

 

 

【参考：第４回京都文学賞の募集概要】 

 

© 三原 久明 

 

作品応募件数３３６件！読者選考委員賞を創設！ 



【参考：第４回京都文学賞の募集概要】 

  ・ 募集作品：京都を題材とする小説（ジャンル不問） 

・ 応募規定：＜一 般＞ 28,000字以上160,000 字以内 

＜中高生＞ 400字詰(20字×20行)原稿用紙換算で、20枚以上150枚以内 

＜海 外＞ 8,000字以上 60,000字以内 

  ・ 賞の内容：＜一 般＞ 最優秀賞１点 賞金100万円、出版化 

優秀賞 １点 賞金 50万円 

＜中高生＞ 最優秀賞１点 図書カード10万円分 

優秀賞 １点 図書カード５万円分 

＜海 外＞ 最優秀賞１点 賞金10万円 

【参考：受賞作の書籍刊行について】 

京都文学賞の第１回一般部門最優秀賞及び優秀賞作品、第２回一般・海外部門最優秀賞 

作品及び第３回中高生部門最優秀賞作品は、協力出版社から書籍が刊行されており、今回 

も受賞作の出版化を目指してまいります。 

・ 第１回 一般部門最優秀賞 

『羅城門に啼く』（「もう森へは行かない」改題）松下隆一著（新潮社から令和２年１１月刊行） 

・ 第１回 一般部門優秀賞 

『屋根の上のおばあちゃん』（「太秦――恋がたき」改題）藤田芳康著（河出書房新社から令和２年１１月刊行） 

・ 第２回 一般・海外部門最優秀賞 

『鴨川ランナー』グレゴリー・ケズナジャット著（講談社から令和３年１０月刊行） 

・ 第３回 中高生部門最優秀賞 

『ちとせ』（「闇に浮かぶ浄土」改題）高野知宙著（祥伝社から令和４年１１月刊行） 

 

２ 読者選考委員賞の創設について 

募集から選考・表彰まで２か年の運営スケジュールに変更することに合わせ、京 
都文学賞の充実及び価値を更に向上させるため、新たな賞の創設を検討してきまし 
た。この度、京都文学賞における選考の特長である読者選考委員が受賞作を選定す 
る「読者選考委員賞」を創設し、京都文学賞の更なる充実を図ります。 

  ＜選考作品＞ 

   一般部門における最終選考作品 

  ＜選考・選定方法＞ 

・ 二次選考において、読者選考委員がグループに分かれて割り当てられた一部

の作品を選考し、各グループから最終選考作品を選出する。 

・ 一般部門の最終選考作品を全ての読者選考委員が読み、選考する。その中で

最も評価を得た作品を「読者選考委員賞」として選定する。 

※ 別途、最終選考会では最終選考委員による選考を行い、各部門の「最優

秀賞」等を選定する。 

 

３ 今後のスケジュール 

令和５年 ６月上旬～ 一次選考（書評家等の専門家） 

７月下旬  一次選考結果発表 

７月下旬～ 二次選考（読者選考委員） 

９月下旬  二次選考結果発表 

    １１月下旬  最終選考会(いしいしんじ氏、井上荒野氏、校條剛氏、読者選考委員の代表等） 

令和６年 １月中   受賞作の発表、表彰式 


